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	実験　「化学反応の量的関係の確認」


１　目的

化学反応において反応物と生成物の量的関係が保たれることを確認する。

２　注意

塩酸に注意！　激しい怪我をするものではないが、油断しないこと

３　準備

メスシリンダー(50 mL)、コニカルビーカー、電子てんびん、薬包紙、薬さじ、
2 mol/L 塩酸、炭酸カルシウム
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４　方法＆結果
1） 化学反応の量的関係の確認
(1) [image: image3.bmp]2 mol / L塩酸（塩化水素水溶液）25 mLをメスシリンダーで量り、コニカルビーカーに入れる。
（2 mol / L × 0.025 L ＝ 0.05 mol）
(2) コニカルビーカーを塩酸が入ったまま計量する。0.01 gまで正確にはかる。結果欄※に記入。

(3) 5枚の薬包紙に炭酸カルシウムの粉末を1.00 gずつ量りとる。

(4) コニカルビーカーの中に炭酸カルシウム1.00 gを少しずつ加える。全体をゆすって反応させる。
(5) コニカルビーカーに息を吹き込み、生成した二酸化炭素を追い出したのち、コニカルビーカーごと計量する。

(6) 以下(4)と(5)を繰り返す。

モル質量（ g/mol 、1 molあたりの質量）のデータ

炭酸カルシウム（CaCO3 ＝ 100）、二酸化炭素（CO2 ＝ 44）
2） 片付け
コニカルビーカーの内容物は流しに捨て、水洗いして窓際流し付近の乾燥器に置く。

薬包紙は燃えるゴミとして捨てる。実験机は水拭きする。
結果欄記入例

	加えた炭酸カルシウムの質量b
	0.00g
	1.00g
	2.00g
	3.00g
	4.00g
	5.00g

	反応しないときのビーカー全体の質量a +b
	60.89

a     g
	61.89

g
	62.89

g
	63.89

g
	64.89

g
	65.89

g

	反応したときのビーカー全体の
質量c
	↑※
	61.56

g
	62.23

g
	g
	g
	g

	生成した二酸化炭素の合計質量d
	
	0.33

g
	0.66

g
	g
	g
	g

	反応の様子
	
	激しく発泡し反応後は透明になった
	穏やかに発泡し反応後は透明になった
	
	
	


実際に電子天秤で計量するのは太枠部分。あとは計算。
3） 化学反応の量的関係の確認
	加えた炭酸カルシウムの質量b
	0.00g
	1.00g
	2.00g
	3.00g
	4.00g
	5.00g

	反応しないときのビーカー全体の質量a +b
	a     g
	g
	g
	g
	g
	g

	反応したときのビーカー全体の
質量c
	↑※
	g
	g
	g
	g
	g

	生成した二酸化炭素の合計質量d
	
	g
	g
	g
	g
	g

	反応の様子
	
	
	
	
	
	


	加えた炭酸カルシウムCaCO3の質量(g)　b
	1.00g
	2.00g
	3.00g
	4.00g
	5.00g

	加えた炭酸カルシウムCaCO3の物質量

＝ b / 100　
	mol
	mol
	mol
	mol
	mol

	コニカルビーカー中に存在する塩化水素HClの物質量　　
	0.05

mol
	0.05

mol
	0.05

mol
	0.05

mol
	0.05

mol

	発生した二酸化炭素CO2の物質量

＝ d / 44　
	mol
	mol
	mol
	mol
	mol


５　考察

１，　コニカルビーカー中のHClがすべて反応したのは、CaCO3を何g加えた時点か？　また、その時点で本当に過不足なく反応したのか？　１）、２）の実験について、それぞれグラフを描いて考察しなさい。）
	発生した二酸化炭素の物質量(mol)
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	炭酸カルシウムの物質量（mol）
	


２，　１）について、過不足なく反応した時点のCaCO3とHClの物質量の比を求め、化学反応式と比べなさい。）

	部組（番号）　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　


引用文献：都立青梅総合高校老固先生, 実験「化学反応の量的関係」, 2008
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